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環境政策課 環境政策係

１ 環境施策推進事業

あきる野市環境基本計画に基づく環境施策の推進や市民及び市内事業所への環境対策の普及啓発

事業を実施した。また、本計画の計画期間が終了することから、第三次あきる野市環境基本計画を

策定するため検討を行った。

（１）あきる野市環境審議会

環境政策にかかる計画、報告書等について審議する。令和６年度は、諮問案件がなかったため、

開催しなかった。

（２）あきる野市都市環境審議会

都市環境に重大な影響を及ぼすと考えられる案件を審議する。令和６年度は、諮問案件がなか

ったため、開催しなかった。

（３）第三次あきる野市環境基本計画の検討

ア 本計画を策定するに当たり、市民及び事業者の意見を反映するため、あきる野市環境基本計

画市民検討委員会を組織し、検討を行った。

開 催 日 内 容

令和６年
８月２９日

市民検討委員会
１ 役員の選出について
２ あきる野市環境基本計画の改定について
３ 市民・事業者アンケートの実施について

１１月２４日

市民ワークショップ
１ 地球温暖化（１回目） 参加人数（６人）
・気候変動、温暖化を実感すること
・地球温暖化防止に向けた取組・実践していること、今後やりたいこと

２ 循環型社会（１回目） 参加人数（９人）
・循環型社会（ごみの減量、資源の有効活用）に向けた取組・実践して
いること、今後やりたいこと

・取り組んでくれない人へのアプローチ、皆が取り組むための仕組み・
工夫

１２月 ５日

地球温暖化対策検討部会
１ あきる野市における二酸化炭素排出量の将来推計について
２ 温室効果ガス排出量の削減目標の検討方法について
３ 再生可能エネルギー導入量の目標について

１２月２１日

市民ワークショップ
１ 生物多様性（１回目） 参加人数（１８人）
・あきる野市の自然環境の好きなところ・誇れるところ、気になること
・自然環境を守るための取組・実践していること、やりたいこと

２ 地球温暖化（２回目） 参加人数（８人）
・あきる野市が目指す環境の姿
・その実現に向けて必要な取組、イチオシのアイディア

１２月２４日

市民検討委員会
１ あきる野市の生物多様性保全の現状と課題について
２ 二酸化炭素排出量の現況、削減目標の検討及び再エネ導入量の目標に
ついて

３ 市民・事業者アンケートの実施結果について

令和７年
１月１４日

生物多様性検討部会
１ 生物多様性あきる野戦略における各地域の問題や課題に対する取組へ
の状況の確認と今後の取組方針

２ 生物多様性あきる野戦略における魅力を高めるための取組（生物多様
性の向上、地域活性化や環境教育の推進、市民との協働や官民学連携
等）に対する状況確認と今後の取組

３ 各地域の保全箇所の検討
４ 社会的、自然的変化を踏まえた生物多様性あきる野戦略の課題
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イ 業務委託

（４）あきる野市環境委員会

ア あきる野市環境基本計画に掲げる事業の進捗状況の点検評価や市、市民及び事業者の協働に

よる取組の企画・推進を行った。

１月２５日

市民ワークショップ
１ 循環型社会（２回目） 参加人数（１２人）
・あきる野市が目指す環境の姿
・その実現に向けて必要な取組、イチオシのアイディア

２ 生物多様性（２回目） 参加人数（１７人）
・あきる野市が目指す環境の姿
・その実現に向けて必要な取組、イチオシのアイディア

２月１２日

生物多様性検討部会
１ 環境基本計画における自然環境分野の「分野別方針」
２ 生物多様性あきる野戦略における魅力を高めるための取組（生物多様
性の向上、地域活性化や環境教育の推進、市民との協働や多様な主体と
の連携等）に対する状況確認と今後の取組

３ 生物多様性あきる野戦略の環境基本計画への統合方針

２月２６日
市民検討委員会
１ 第三次環境基本計画策定の進捗状況について
２ あきる野市の環境の特徴と課題について

３月 ３日
地球温暖化対策検討部会
１ 二酸化炭素排出量の短期・中期削減目標
２ 再エネ導入目標の検討方法について

３月２１日

あきる野市環境基本計画策定委員会及び地球温暖化対策推進本部幹事会
１ 第三次あきる野市環境基本計画の策定について
２ 第三次あきる野市環境基本計画目次（案）について
３ 二酸化炭素排出削減目標及び再エネ導入目標の設定の考え方について

３月２５日

あきる野市環境基本計画策定本部会及び地球温暖化対策推進本部会
１ 第三次あきる野市環境基本計画の策定について
２ 第三次あきる野市環境基本計画目次（案）について
３ 二酸化炭素排出削減目標及び再エネ導入目標の設定の考え方について

３月２８日

市民検討委員会
１ 二酸化炭素排出削減目標、再生可能エネルギーの導入目標の設定の考
え方について

２ 策定方針等について

件 名 内 容 委 託 料（円）

第三次あきる野市環境基
本計画策定業務

１ 基礎調査の実施
２ 第二次計画の進捗状況の評価
３ 生物多様性の市域全体の専門的な見
地からの評価

４ 地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）策定に係る調査等

５ 気候変動適応に関する調査等
６ 市民ワークショップによる市民提言
７ 市民・事業者アンケート調査
８ 基本施策等の検討
９ 会議支援
１０ 第三次計画の基本的事項の整理
１１ 業務報告書の作成
１２ その他の支援・協力

１２，９４７，０００

開 催 日 内 容

令和６年
４月３０日

１ 令和５年度活動実績及び令和６年度活動スケジュールに ついて
２ 令和６年度「知る」活動について
３ 環境フェスティバルについて

５月１１日
あきる野環境フェスティバル２０２４「環境コーナー」への参加（グリー
ンカーテン用ゴーヤ苗の配布、環境委員会の展示にについてなど）
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イ 業務委託

（５）港区環境交流事業

あきる野市と港区の子どもたちが、互いの異なる自然環境について理解を深めるため、両自治

体の交互開催で交流会を行っている。令和６年度は、港区で環境学習施設の見学等を行った。

（６）グリーンカーテン普及事業

省エネ対策や夏の節電対策として効果のあるグリーンカーテンの普及啓発を行った。

ア ゴーヤ苗の市民配布

あきる野環境フェスティバル会場内において、環境委員会と共同で、来場者に対しゴーヤの

苗の無料配布を行った。

イ 公共施設でのグリーンカーテンの取組

子どもたちをはじめ市民への普及啓発のため、五日市出張所、保育園、小学校、五日市郷土

館等に計１４０本のゴーヤの苗を配布し、グリーンカーテンの実施を促進した。

ウ グリーンカーテン写真募集

市民及び市内事業者への普及啓発の一環として、グリーンカーテンの写真募集を実施した。

市民等から提供された写真は、市ホームページ、五日市出張所及び中央図書館で展示した。

グリーンカーテン写真募集 応募件数 １８件

（７）エコドライブの推進

安全運転とともに、二酸化炭素排出量の少ない運転となるエコドライブの普及事業を実施した。

ア 「わたしのエコドライブ宣言」の実施

「わたしのエコドライブ宣言」の参加者に、車両貼付用エコドライブ啓発マグネットシート

を配布した。

参加者数 ３人

６月１８日
１ 環境フェスティバル運営委員会委員の推薦について
２ 「第二次あきる野市環境基本計画等施策進捗状況調査票」について

７月 ５日 「知る」活動(外来生物の視察等（総合グラウンド及びその周辺)）

８月２８日
１ 環境基本計画等施策進捗状況の点検評価の確認について
２ 環境基本計画等に対する環境委員会からの意見のとりまとめについて
３ 環境白書（案）について

９月２５日
１ 環境白書（案）について
２ 「知る」活動について

１１月 ５日
１ 「知る」活動について
２ 令和７年度環境フェスティバルのブース出展について

令和７年
１月２９日

令和７年度環境フェスティバルのブース出展について

２月１４日
「知る」活動(奥多摩水と緑のふれあい館、小河内ダム展望塔、多摩川第
一発電所)

３月１０日 令和７年度環境フェスティバルの展示について

件 名 内 容 委 託 料（円）

環境白書作成業務 環境白書の作成支援 １，０３４，０００

開 催 日 内 容 会 場

令和６年
８月 ８日

「みつばち教室・養蜂見学と環境学習施設見学」
参加者

１ あきる野市１５人（小学３、４年生）
２ 港区 １３人（小学３、４年生）

Ｔ Ｂ Ｓ 放 送 セ ン タ
ー、水素情報館東京
スイソミル、がすて
なーにガスの科学館

配 布 日 内 容

令和６年
５月１１日

あきる野環境フェスティバル（環境コーナー）
ゴーヤ苗の配布 ６００本（１人２本、３００人）
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イ 普及啓発の取組

エコドライブの普及のため、庁用自動車へのエコドライブ啓発ステッカーの貼付を継続する

とともに、市職員が市民の模範となるよう、給油時の記録による庁用自動車の燃費把握を行っ

た。

（８）小さな子どものためのおさんぽ会

小さな子どもたちに、本市の恵まれた自然とじっくり向き合う機会を提供し、本市の自然環境

の担い手となる人材を育成するため、環境委員会の下部組織である「森のようちえん部会」の主

催により、未就学児とその保護者を対象とした「小さな子どものためのおさんぽ会」やこれまで

の参加者を対象とした「小さな子どものためのおさんぽ会」（特別企画）を実施した。なお、５

月から１１月のおさんぽ会は山の日全国大会の関連イベントとして実施した。

ア 「小さな子どものためのおさんぽ会」

イ 「小さな子どものためのおさんぽ会」（特別企画）

（９）あきる野環境フェスティバル

出展者等が行う環境に関する様々な体験や体感を通じて、来場者が環境の保全について関心と

理解を深めるとともに、環境について活動を始める契機となるイベントとして、あきる野環境フ

ェスティバル運営委員会との共催により、「エコライブあきる野環境フェスティバル 「山の日」

全国大会 ＴＯＫＹＯ ２０２４」を実施した。

ア 開催日 令和６年５月１１日

イ 会 場 都立秋留台公園

ウ 入場数 約２，１００人

エ 内 容

（ア）環境コーナー 出展数 ２５団体

（イ）飲食コーナー 出店数 ５店

（ウ）ステージ 出演数 ４団体

（エ）フリーマーケット 出店数 ６０店

（オ）配布・講習会コーナー

ａ 廃食油石けんの配布 ４４６個配布

ｂ ゴーヤ苗の配布 ６００本配布

ｃ 生ごみ処理堆肥化講習会 ２８人参加

（10）自然体験活動人材育成・普及啓発事業

環境に配慮したアウトドア活動の促進及び地域の環境保全と観光の健全な発展に資することを

開 催 日 場 所 参 加 者 数

令和６年 ４月２１日 菅生地区の鯉川 ９組２８人

５月１９日
弁天山（のんびりコース）

（がんばりコース）
４組１１人
５組１５人

６月 ９日 菅生若宮子ども体験の森 ５組１６人

７月２８日 草花公園水路 ８組２３人

９月 ８日 瀬戸岡歴史環境保全地域 ４組１３人

１０月 ６日 秋川上流 ７組１７人

１１月２３日 大澄山 ９組２４人

令和７年 ３月２３日 横沢入里山保全地域 ５組１３人

開 催 日 場 所 参 加 者 数

令和６年１２月 ８日 小宮ふるさと自然体験学校 ９組２９人
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目的とした取組の一環として、市民環境セミナーを開催した。

２ ふるさとの緑地に関する事業

豊かな緑を確保するとともに、良好な緑地環境を維持するため、あきる野市緑地保全審議会の運

営、保存緑地の管理、緑化指導等を行った。

（１）あきる野市緑地保全審議会の運営

緑の保全と緑化の推進に寄与する保存緑地の指定に関し、審議をする。令和６年度は諮問案件

がなかったため、開催しなかった。

（２）保存緑地制度の運用

保存緑地制度の運用により、市内の良好な緑の確保に努めた。

ア 保存緑地の管理

市の管理する保存緑地について、業務委託等により、剪定、伐採等を行い、適正な状態を維

持した。

イ 保存緑地に対する補助金の交付

保存緑地に指定された樹林地及び屋敷林の管理に対する補助金と、樹木の枯死等を防止する

ための経費に対する補助金を交付した。

（３）緑化の指導等

ア ふるさとの緑地保全条例に基づく指導

５００㎡以上の面積の敷地における建築物、工作物等の設置や宅地造成その他土地の区画形

質の変更の行為に対し緑化の指導を行い、届出書を受理した。

（ア）緑化計画書の届出 ８件

（イ）宅地造成等に関する届出 ９件

イ 工場立地法の届出

工場立地法による特定工場の新設や増設などに伴い、工場立地法及び工場立地法地域準則条

例に基づき、緑地の確保等の指導を行い、届出書の受理などを行う。令和６年度は、新設、変

更又は廃止の届出がなかったため、受理件数なし。

（４）横沢入里山保全事業

里山保全地域に指定されている横沢入地区の管理運営事業を実施した。

ア 横沢入里山保全地域運営協議会への出席

開催なし

イ 拠点施設等の管理

東京都からの委託により、横沢入地区の拠点施設等の管理を実施した。

開 催 日 場 所 参 加 者 数

令和７年 ３月１９日 金比羅山（五日市地区） 悪天候（積雪、降雪）のため中止

３月２０日 小宮ふるさと自然体験学校 １０組２４人

件 名 内 容 委 託 料（円）

保存緑地管理業務 草刈り、剪定及び伐採 ５件 ９２２，３１０

件 名 内 容 補 助 金 額（円）

保存緑地補助金（樹林地） ２か所 ５，６７０㎡ １１４，８６８

保存緑地補助金（屋敷林） １件 １０，０００

樹木管理費補助金 ０件 ０
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ウ 業務委託

３ 生物多様性保全事業

市内の自然環境の保全と活用を図るに当たり、生物多様性あきる野戦略に基づき、生態系の保全

のため、あきる野市生きもの会議を運営するとともに、外来生物対策等を実施した。

（１）あきる野市生きもの会議

生物多様性あきる野戦略の推進のため、市内に生息し、又は生育する希少生物の保全方策等の

検討を行う。令和６年度は下部組織である検討部会で、あきる野市版レッドリスト（昆虫）原案

作成に向けた調査を実施している段階であるため、本会議は開催しなかった。なお、第三次あき

る野市環境基本計画生物多様性検討部会において、本市の生物多様性の現状や課題認識及び各団

体の取組等について意見を求めた。

（２）あきる野市版レッドリスト検討部会

あきる野市版レッドリスト検討部会である昆虫部会は、あきる野市版レッドリスト（昆虫）の

原案作成に向けた調査としてライトトラップ調査を行った。

ライトトラップ調査実施回数 １１回

（３）あきる野市自然環境調査

生きもの会議の下部組織として自然環境調査部会を組織し、各班において自然環境調査を行う

とともに、保全に関する検討を行った。

ア あきる野市自然環境調査部会

イ 業務委託

自然環境調査業務委託料 ５６１，０００円

（４）外来生物対策

生態系に被害を与えている外来種（アライグマ、ハクビシン、オオキンケイギク、オオブタク

サ、クビアカツヤカミキリ、アメリカザリガニ、アカミミガメ）について、対策を実施した。

件 名 内 容 委 託 料（円）

里山保全地域管理業務

１ 利用者や自然環境の状況等の確認のため
の保守巡回

２ 草刈・不法投棄物・一般ごみ回収などの
保守管理

３ 拠点施設の安全管理

３，１４６，０００

拠点施設清掃等業務
１ 施設内のトイレの清掃
２ 施設内の清掃

１５２，６２５

浄化槽保守点検業務
１ 浄化槽の維持管理
２ 浄化槽の汚泥汲取り及び清掃

８８，０００

地区内設備修理等業務

１ 地区内の倒木処理
２ 地区内の草刈・伐採等
３ 浄化槽モーター交換・汚水管修理等
４ 拠点施設パトロール

５８４，５００

開 催 日 内 容

令和６年 ４月２３日
１ 令和５年度活動報告及び決算について
２ 令和６年度活動計画及び予算について

１２月１２日
１ 令和６年度予算の執行状況について
２ 令和７年度環境フェスティバルの出展について
３ 昆虫版レッドリスト作成にあたっての進捗について

令和７年 ３月１２日
１ 令和６年度の活動報告及び決算の作成について
２ 令和７年度の活動計画の作成について
３ 環境フェスティバル出展準備について
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ア アライグマ及びハクビシン

あきる野市自然環境調査部会、森林レンジャーあきる野の調査結果及び市民による目撃情報

を基に生息場所を特定し、市民及び地権者等の協力の下、市内全域で捕獲を行った。

イ オオキンケイギク

市民参加の除草イベント「外来植物除去作戦」は、以前から実施していた場所のオオキンケ

イギクの除草が進んだためイベントを開催せず、職員のみで除草を行った。

ウ オオブタクサ

東京都が主催する平井川流域連絡会と合同で「平井川オオブタクサ除去作戦」を開催し、市

民、平井川流域連絡会会員、東京都西多摩建設事務所及び市職員で除草を行った。

エ クビアカツヤカミキリ

市職員による公共施設の調査結果及び市民による目撃情報等を基に寄生場所を特定し、成虫

の捕殺及び幼虫の駆除を行った。被害木又は被害を受けるおそれがある樹木の所有者又は管理

者が行う防除又は伐採に要する経費の一部を補助した。また、令和６年度からクビアカツヤカ

ミキリの成虫の捕獲（捕殺）及び被害木の調査を実施するボランティアを募り、捕獲調査隊を

結成した。

（ア）被害木等の状況

（イ）補助金

（ウ）捕獲調査隊

※ 従事者に対しては、講習会を令和６年５月１５日、１８日及び６月１日の３回実施した。

オ アメリカザリガニ

市民参加のイベントなどによりアメリカザリガニの駆除を実施した。

実 施 日 内 容

令和６年 ４月 １日
～令和７年 ３月３１日

１ 実施箇所等
わな設置箇所 ２４地区 ６７か所
その他捕獲 ３地区 ３か所

２ 捕獲実績
（１）アライグマ ６２頭 （２）ハクビシン ２２頭

実 施 日 従 事 者 数（人）

令和６年 ６月 ３日 ２

実 施 日 従 事 者 数（人）

令和６年 ６月 ８日 １９

実 施 日 内 容

令和６年 ４月 １日
～令和７年 ３月３１日

木の本数
１ 期間内に確認した被害木本数 ５４８本
２ 市の所管施設等における伐採本数 １０本
３ 市民による伐採 ３０本

件 名 内 容 補助金交付件数（件） 補助金額（円）

クビアカツヤカミキリ対
策事業補助金

防除 ０ ０

伐採 ９ ８９４，０００

実 施 日 従事者数（人） 内 容

令和６年 ６月 １日
～１２月３１日

２５
報告件数 １９９件
成虫捕獲数 １，０５８匹
被害木報告件数 ７６件

実 施 日 従事者数（人） 内 容

令和６年 ８月２２日
１４

（内職員４）

釣りによる捕獲 ２０匹
網による捕獲 １９０匹
捕獲数 ２１０匹
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カ アカミミガメ

目撃情報等を基にアカミミガメ捕獲用のわなを設置し、駆除を行った。

（５）ツキノワグマ対策

令和６年４月１６日付けで東京都と締結した「あきる野市におけるツキノワグマ防除対策事業

に関する基本協定書」に基づき、ツキノワグマ対策事業を受託し、見回りや追払い、緩衝帯整備

等の防除を実施した。

４ 地球温暖化対策事業

あきる野市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）及び第五次あきる野市地球温暖化対策実行計

画（事務事業編）に基づく取組を推進した。

（１）温室効果ガス排出量等の集計

ア 第五次あきる野市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に基づき、市施設の光熱水及び冷

媒封入設備の状況、用紙購入量等の管理を行い、温室効果ガスの排出抑制を推進した。

イ 業務委託

（２）省エネの推進

省エネの代表的な取組を示す「省エネ型生活１０か条」やエネルギー消費量を入力することで、

各家庭の二酸化炭素排出量を知ることができる「環境家計簿」の取組を市ホームページにより周

知した。また、地球温暖化対策の取組として、家庭向けの省エネセミナーを実施した。

（３）ク－リングシェルターの指定

令和６年４月１日に施行された改正気候変動適応法に基づき、適当な冷房設備を有する等の要

件を満たす施設を、指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）に指定した。

令和６年 ４月３０日
～１２月２０日

２（内職員２） わなによる捕獲 ９５匹

実 施 日 内 容

令和６年 ４月３０日
～１２月２０日

多摩川（くじら池）及び草花公園に日光浴わなを設置
捕獲数 ５匹

実 施 日 内 容 委 託 料（円）

令和６年１０月２３日

～令和７年 ３月３１日
見回り・追払い ６００，０００

令和７年 １月３１日

～ ３月２８日
緩衝帯整備（乙津） １，０４５，０００

３月１３日 緩衝帯整備（乙津） １６３，３５０

３月２７日 緩衝帯整備（三内） ２９４，８００

件 名 内 容 委 託 料（円）

地球温暖化対策進行管理
集計業務

温室効果ガスの総排出量その他環境負荷及
び計画の目標達成の状況などの点検
１ 本年度実績の調査
２ 前年度実績値の全体集計
３ 前年度課・施設別点検報告

８３６，０００

開 催 日 内 容 参加者数（人）

令和６年 ６月２３日
市民環境セミナー ～始めよう！太陽光発
電のある暮らし～

２５

８月 ４日
市民環境セミナー ～親子で学ぶ！エネル
ギーの創・蓄・省と工作教室 次世代エネ
ルギーキット作り～

２２

設 置 期 間 設 置 施 設

令和６年 ４月２４日
～１０月２３日

公共施設８施設、民間施設９施設
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※ 熱中症特別警戒情報が発令された場合に開放。

※ 熱中症特別警戒情報が発令されていない場合でも令和６年６月１日から１０月２３日まで一

時的に暑さをしのぐ場所（涼み処）として開放。

（４）木質バイオマスエネルギー利活用可能性調査

市の特徴である豊かな自然環境を有効活用しながら、市における課題解決に資することを目的

として、市内における木質バイオマスエネルギーの利活用の可能性について調査し、市の既存関

連計画及び本調査結果を踏まえた木質バイオマス利活用方針を策定した。

件 名 内 容 委 託 料（円）

あきる野市木質バイオマ

スエネルギー利活用可能

性調査業務

１ 燃料供給可能性に関する調査
２ 木質バイオマスエネルギー利活用可能
性調査

３ 木質バイオマス利活用方針の策定

５，９１８，０００
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環境政策課 環境の森推進係

１ 郷土の恵みの森づくり

郷土の恵みの森構想及び生物多様性地域連携保全活動計画に基づく地域との協働の森づくりとし

て、町内会・自治会等が主体となり取り組んでいる昔道や尾根道の補修、景観の整備等を行う郷土

の恵みの森づくり事業に対して交付金を交付した。令和６年度は、１３の町内会・自治会等により

２２か所で事業が実施された。

カシノナガキクイムシ等を原因とするナラ枯れの被害を防止し、生物多様性の保全を推進するた

め、ナラ枯れの被害木又は被害を受けるおそれのあるコナラやミズナラ等のブナ科の樹木の所有者

等に対して、倒木や落枝等により人身や家屋等に危害を及ぼすおそれがある被害木の伐採等に要す

る費用の一部を補助した。

（１）昔道・尾根道補修等事業

（２）景観整備事業

（３）ナラ枯れ対策事業

町内会・自治会 内 容
期間
(年目)

距離
(ｋｍ)

階段
(ｍ)

標識
(か所)

金 額
(円)

養沢自治会
サルギ尾根登山道補修事業 14 3.0 0 0 92,400

大野道補修事業 10 1.4 0 0 50,000

深沢自治会
大カシ・堀田尾根道整備事業 15 3.8 30 0 126,280

大杉への探索路整備事業 12 0.6 50 0 50,000

三内自治会 天竺山周辺散策道整備事業 15 1.2 200 1 103,560

高尾自治会 高尾神社周辺尾根道整備事業 13 1.2 0 0 50,000

菅生町内会
菅生南尾根周遊道整備事業 14 4.0 0 0 77,600

菅生北尾根周遊道整備事業 15 3.8 0 0 73,720

合 計 ― 19.0 280 1 623,560

町内会・自治会等 内 容
期間
(年目)

金 額(円)

深沢自治会
深沢川周辺景観整備事業 15 150,000

南沢地区景観整備事業 15 150,000

軍道自治会
軍道地区石原沢景観整備事業 15 150,000

軍道地区まがめひろば景観整備事業 12 50,000

乙津自治会 乙津地内景観整備事業 14 150,000

青木平自治会 西青木平橋周辺景観整備事業 14 150,000

寺岡自治会 二反坂周辺景観整備事業 14 150,000

山下自治会
堂沢周辺景観整備事業 14 150,000

長岳坂周辺景観整備事業 1 200,000

小机自治会
まいまい坂周辺景観整備事業 14 150,000

坂下周辺景観整備事業 3 300,000

網代自治会 弁天山公園周辺景観整備事業 11 100,000

北郷いさぐり会 北郷いさぐり地区景観整備事業 9 150,000

三内自治会 天竺山山頂周辺景観整備事業 6 150,000

合 計 ― 2,150,000

補助金交付件数 内 容 補助金額（合計）

５件 被害木の伐採１０本 875,000
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２ 森林レンジャーあきる野

森林レンジャーあきる野は、登山道や山林地帯を巡視し、整備・補修するとともに、市内に生息

する動植物の調査、滝や沢、巨木などの地域資源の掘り起こしなども行っている。さらに、地域の

森づくりに関連した自然環境体験イベントの開催など、森とその周辺にある地域資源の持つ魅力を

市内外に向けて発信している。

また、市内の公立小学校の出前授業など、自然環境に関する活動を実施している。

（１）環境教育に関する主な活動状況

（２）情報発信の取組

ア 森林レンジャーあきる野新聞の発行 ８回

イ 森林レンジャーがゆく（広報掲載） ８回

３ 森林サポートレンジャーあきる野

郷土の恵みの森構想の実現に向け、町内会・自治会等との協働により郷土の恵みの森づくりを進

めるため、市職員及び市民等による「森林サポートレンジャーあきる野」を設置している。

（１）隊員の構成

ア 人数 ７８人（令和７年３月３１日現在）

イ 内訳

（ア）市職員 １８人

（イ）市民等 ６０人

（２）活動状況

令和６年１１月３０日の菅生の森づくり事業（コナラの植樹）に２人が参加した。

４ 森の子コレンジャー

森づくりの推進役である森林レンジャーあきる野とともに、あきる野の自然と文化を守り引き継

いでいく郷土愛を持った人材を育てることを目的に、第１４期森の子コレンジャー（公募で募集し

た小学４、５年生の１０人）が１年間活動した。

また、森の子コレンジャーＯＢによる同窓会として、自分たちが活動した森などの観察を行った。

（１）第１４期活動状況

実 施 日 内 容 参加者数

令和６年 ７月１３日 獣害対策議員連盟あきる野支部クマ講習会講師 ―

９月１１日 市民解説員研修会講師 １８

９月２５日 五日市地区自治会連合会研修会講師 ３４

１０月 ５日 あしたの東京プロジェクトガイド（新宿の森） ２８

１１月２日、３日 ＧＴＦグリーンチャレンジデー２０２４（新宿御苑） ―

１１月３０日 菅生大沢森林再生整備活動 ２０

令和７年 ２月１１日 森林レンジャーあきる野ツアー ２１

３月 ６日 すぎの子保育園自然学習 ４

３月１４日 御堂中学校環境教育講座 ７４

実 施 日 内 容

令和６年 ５月１９日 始動式と初夏の自然（五日市出張所、五日市地区）

６月 ９日 ビオトープと梅雨の自然（乙津地区周辺）

９月 ８日 どんぐりと野生動物（金比羅山、五日市地区周辺）

９月２９日 鳥の渡りと季節の自然発見（網代、高尾地区周辺）
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（２）同窓会活動

５ 小宮ふるさと自然体験学校の運営

子どもたちを中心に自然とのふれあいや環境学習の場を提供することにより、心豊かな人間性を

育むとともに、地域の活性化を図るため、小宮ふるさと自然体験学校を拠点とした各種自然体験事

業等の実施及び施設の貸出しを行った。

（１）自然体験事業等

（２）その他イベント等

６ 自然環境学習

自然環境の保全や郷土愛を育む人材を育てるため、子どもたちが豊かな自然とふれあい、自然環

境の大切さや生物多様性を学ぶ自然環境学習を業務委託により実施した。

７ ホタルの里づくり

（１）ホタルの里づくり推進事業

ホタルが生息している地域の町内会・自治会が中心に行っている河川の清掃などの保全活動や

ホタルの鑑賞会などの取組を支援した。

１１月１０日 本格的な登山と季節の自然発見（戸倉地区～盆堀地区）

１２月 １日 ビオトープ整備（小宮ふるさと自然体験学校周辺）

令和７年 １月１９日 秋川の冬の野鳥観察（秋川下流）

２月 ９日 野生生物の痕跡と昆虫類の越冬探し（深沢地区、五日市地区）

３月２３日 終了式とビオトープ（小宮ふるさと自然体験学校周辺）

実 施 日 内 容

令和６年１１月２３日
第３期から第１３期同窓会
ビオトープ整備（小宮ふるさと自然体験学校周辺）

内 容 利用者数

あきる野市の自然体験事業（森っこサンちゃんクラブ等） １４１

市内小中学校の自然体験事業 ７３９

その他、学校等の体験事業 ８１

団体の自然体験事業（市内の団体） ７３８

団体の自然体験事業（市外の団体） ４１５

森の子コレンジャー ２９

見学（校内見学）等 １４９

合 計 ２，２９２

内 容 利用者数

ふれあい交流事業 ６７５

施設の貸出し １，３５５

その他（自然体験事業下見等） ４１

合 計 ２，０７１

事 業 名 内 容 回数 参加者数

菅生子どもの森活動 火起こし体験など ５ ４３

子どもが主役のオオムラサキの森活動 オオムラサキの幼虫調査など ６ ５５

合 計 １１ ９８

町内会・自治会 団 体 名 金 額（円）

深沢自治会 深沢ほたるの会 ５４，０００

雨間町内会 南郷用水ホタルの会 ５４，０００
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（２）ホタル保全活動事業

圏央道のトンネル上部に設置された菅生公園内の管理及び水路の美化等によるホタルの保全活

動を「菅生ホタルの里づくりの会」に業務委託した。

ア 委託事業者 菅生ホタルの里づくりの会

イ 履 行 期 間 令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

ウ 委 託 料 ５４，０００円

（３）ホタルの里づくり推進事業に係る情報連絡会

ホタルの保護や環境整備に取り組んでいる団体を対象に、情報交換会を開催した。

８ 森っこサンちゃん

市のイメージキャラクターである「森っこサンちゃん」は、各種刊行物や各種イベント等におい

て、里山環境の保全や観光のＰＲ活動などに広く活用されているほか、「『森っこサンちゃん』の

使用に関する要領」に基づき、事業者により各種商品等に活用されている。また、着ぐるみについ

ては、「『森っこサンちゃん』着ぐるみ使用基準」に基づき、市のイベント等で活用している。

（１）事業者等による森っこサンちゃんのイラスト使用状況

令和６年度承認件数：１５件

（２）着ぐるみの活用

落合自治会 落合自治会ほたるの会 ５４，０００

下引田町内会 一の谷地区ほたるの会 ５４，０００

合 計 ２１６，０００

開 催 日 内 容

令和６年 ８月 ６日
ホタルの保全活動を実施している団体代表者による講演を行った
後、各団体の取組状況や課題等について情報交換を行った。

事業 市主催又は共催 環境教育関連 観光・商工関連 その他 合 計

回数 １５ ３ ３ １０ ３１
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生活環境課 生活環境係

１ 環境確保条例に関する委任事務

環境確保条例（都民の健康と安全を確保する環境に関する条例）に基づく事務の一部を都から受

任しているため、同条例に基づく工場の認可、指定作業場の届出及び地下水揚水施設の揚水量報告

に係る指導等を行った。

（１）工場設置及び変更認可件数の推移

（２）指定作業場設置及び変更届出件数の推移

（３）地下水揚水量報告書提出件数

２ 騒音規制法及び振動規制法に基づく届出

騒音規制法及び振動規制法により、特定施設の届出に係る指導等を行った。

（１）騒音規制法に基づく特定工場数と特定施設数

（２）振動規制法に基づく特定工場数と特定施設数

（３）騒音規制法に基づく特定建設作業の届出数 ２件

（４）振動規制法に基づく特定建設作業の届出数 ２件

３ 公害に関する苦情

（１）苦情受付現象別件数

（２）発生源別・用途地域別苦情受付件数

種 類 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

設置認可 １ １ １ １ ２

変更認可 ５ ３ ５ ７ ５

種 類 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

設置届 ０ ６ １ ２ ７

変更届 ２ １ ４ ２ ２

工場 ４ 指定作業場 ７ その他 ６ 合計 １７

種 別 秋川地区 五日市地区 合 計

特 定 工 場 ７１ ５４ １２５

特 定 施 設 ５０７ １９４ ７０１

種 別 秋川地区 五日市地区 合 計

特 定 工 場 ６５ ２８ ９３

特 定 施 設 ６０６ １５２ ７５８

区分 悪臭 汚水 騒音 振動 粉じん ばい煙 焼却行為 その他 合計

件数 ９ １ １４ １ １ ０ １５ ７６ １１７

用途地域

公害種目

受 付

低層
住宅

中高層
住宅

住宅
地域

近隣
商業

商業
準工
業

工業
工業
専用

無指
定

合 計

発
生
源
別

工 場 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

指定作業場 １ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ １ ４

建 設 作 業 ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４

一 般 ６５ ３ ４ ３ ０ ３ ０ ０ ３０ １０８

合 計 ６９ ３ ４ ３ ０ ６ ０ ０ ３２ １１７
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４ あき地の管理の適正化に関する条例に基づく事務

（１）苦情受付発生源別件数

（２）草刈機貸出し件数 ８４件

５ 環境調査

（１）秋川・平井川河川水質調査〈年間４回（※１）実施の平均値〉

※１ 採取日：令和６年５月１７日、８月２日、１１月１１日、令和７年２月１３日

※２ 参考値は、河川ＡＡ類型（秋川・平井川・養沢川）の環境基準値である。

（２）清流保全条例施行に伴う湧水及び合流点の水質分析調査（採取日：令和７年２月１８・１９日）

区分 雑草等繁茂 廃棄物放置 害虫発生 その他 合計 指導件数 勧告件数

件数 ４７ ０ ０ ２ ４９ ４９ ０

調査項目・単位

調査地点

ＰＨ
水素イオン
濃度

ＢＯＤ
生物化学的
酸素要求量

ＳＳ
浮遊物質量

ＤＯ
溶存酸素量

大腸菌数

- ㎎/l ㎎/l ㎎/l CFU/100ml

西青木平橋(秋川) 7.5 0.6 <1 10.5 4

落合橋(秋川) 7.5 0.6 <1 11.1 -

沢戸橋(秋川) 7.4 0.6 <1 10.8 -

秋川橋(秋川) 7.6 0.6 <1 10.8 10

天王沢(秋川合流点) 7.4 0.7 <1 10.5 -

三内川(秋川合流点) 7.4 0.8 1.5 10.8 -

清水荘前(秋川) 7.5 0.6 <1 10.6 -

引田堰(秋川) 7.5 0.7 <1 10.8 9

秋留橋(秋川) 7.2 0.6 <1 10.6 -

東秋川橋(秋川) 7.5 0.7 3.5 10.7 15

舞知川(秋川合流点) 7.4 0.7 2.8 10.3 -

高橋上流(養沢川) 7.3 0.6 <1 10.2 1

五日市解体下(養沢川) 7.2 0.6 <1 10.4 4

小宮ふるさと自然体験学
校前 (養沢川)

7.4 0.6 <1 10.5 -

観音橋(平井川) 7.5 0.7 <1 10.5 11

小宮久保橋(平井川) 7.2 0.7 2 10.7 -

新開橋(平井川) 7.2 0.6 <1 10.4 -

多西橋(平井川) 7.4 0.7 1.5 10.9 14

鯉川橋(鯉川) 7.3 0.7 <1 10.5 -

氷沢川ヒル橋(氷沢川） 7.3 0.7 <1 10.1 -

参考値（※２） 6.5～8.5
1 ㎎/l
以下

25 ㎎/l
以下

7.5 ㎎/l
以上

20CFU/100
ml 以下

調査項目・単位

調査場所

ＰＨ
水素イオン
濃度

ＢＯＤ
生物化学的
酸素要求量

全窒素
アンモニア
性窒素

大腸菌数

- mg/l mg/l mg/l CFU/100ml

山田八幡神社裏 7.0 <0.5 3.63 0.02 0

真城寺 7.4 <0.5 4.08 0.02 0

白滝神社 7.2 <0.5 4.38 0.07 2

牛沼２８７ 7.3 <0.5 4.23 0.06 2

雨間６９８(※２) - - - - -

秋川グリーンスポーツ公
園前

7.1 <0.5 3.27 0.06 2
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※１ 湧水の環境基準がないため、河川ＡＡ類型（秋川・平井川・養沢川）の環境基準値を参

考値として記載する。

※２ 雨間６９８・平沢６１７・草花小学校西・折立坂・南秋留小横・舞知川・ふれあい橋、

新開橋下では、湧水が確認できなかったため、調査を行っていない。

（３）地下水汚染調査（採取日：令和６年４月１１日）

調査を行った全ての地点、全ての項目について環境基準を満たしていた。 （単位：mg/l）

小川８２０ 6.9 <0.5 5.49 0.06 4

平沢６１７(※２) - - - - -

広済寺付近 6.8 <0.5 5.52 0.02 2

二宮お滝 6.7 <0.5 5.73 0.02 4

二宮神社お池 6.9 <0.5 6.21 0.02 4

八雲神社 6.8 <0.5 5.61 0.02 2

草花公園 6.6 <0.5 4.38 0.02 0

草花１１２７ 6.7 <0.5 3.27 0.02 0

草花小学校西(※２) - - - - -

菅生夫婦橋下 6.8 <0.5 4.44 0.02 0

折立坂(※２ ) - - - - -

南秋留小横(※２) - - - - -

旧ミユキ組宿舎（西） 9.0 0.8 2.36 0.02 6

舞知川(※２ ) - - - - -

広済寺下 7.8 <0.5 5.29 0.02 4

玉見ヶ崎公園隣 7.3 <0.5 4.77 0.02 2

養沢川 7.5 <0.5 0.90 0.02 0

盆堀川 7.3 <0.5 0.95 0.03 4

入野沢 7.5 <0.5 1.46 0.02 6

北裏水路 7.4 <0.5 1.18 0.02 0

樽沢 7.7 <0.5 3.10 0.03 0

宮の入沢 7.8 <0.5 1.10 0.02 4

横沢 7.6 <0.5 1.76 0.02 2

引谷川 7.5 <0.5 1.82 0.02 2

溝ッ堀 7.4 0.9 3.28 0.02 2

北川原 7.6 1.9 2.74 0.02 24

ふれあい橋(※２) - - - - -

鯉川合流 7.8 <0.5 3.71 0.02 2

氷沢川 7.7 <0.5 1.59 0.02 2

新開橋下(※２) - - - - -

参考値（※１） 6.5～8.5 1mg/l 以下 基準なし
0.1mg/l
以下

20CFU/100
ml 以下

調査地点

調査項目

草花１ 草花２ 野 辺 雨 間 渕 上 伊 奈 留 原 環境基準

2672
番地
(※)

1837
番地

408
番地

652
番地

312
番地

1133
番地

83
番地

（水道水の水
質基準）

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ - <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
0.01 ㎎/l 以

下

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ - <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
0.01 ㎎/l 以

下

1,1,1-ﾄﾘｸﾛ
ﾛｴﾀﾝ

- <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 1 ㎎/l 以下

※ 草花１では井戸ポンプが故障し採水できなかったため、調査を行っていない。
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（４）その他の水質関係調査

ア 工場等排水調査 年１回 １１事業場

イ ゴルフ場水質調査 年１回 ２か所

ウ 秋川・平井川大腸菌調査（ふん便性） 年１回 １１か所

エ 多摩川及び関連河川水質合同調査 年２回 ２か所

オ 秋川・平井川水生生物調査 年２回 ６か所

（５）一般大気環境調査（粉じん）（測定日：令和７年２月２０日～２１日（２４時間））

全ての地点で環境基準を満たしていた。 （単位：mg/㎥）

（６）市内主要地点での二酸化窒素調査（簡易調査法（フィルターバッチ法）による）

全ての調査日、全ての地点で環境基準を満たしていた。 （単位：ppm）

調査地点 令和６年度

屋城小学校 0.0292

農業会館 0.0143

一の谷児童館 0.0145

いきいきセンター 0.0176

阿伎留医療センター 0.0211

秋川給食センター 0.0866

汚泥再生処理センター
(旧秋川衛生組合)

0.0150

野辺地内 0.0186

草花地内 0.0116

あきる野市役所 0.0161

五日市センター 0.0128

留原自治会館 0.0138

五日市出張所 0.0145

横沢クラブ 0.0130

ファインプラザ 0.0263

環境基準
１時間値の１日平均値が
0.10mg/㎥以下かつ１時間値が
0.20mg/㎥以下であること

調査地点 ５月 ９月 １１月 ２月 平均値

野辺交差点 0.012 0.010 0.019 0.013 0.014

小川交差点 0.014 0.014 0.018 0.015 0.015

二宮本宿交差点 0.010 0.010 0.016 0.015 0.013

氷沢橋交差点 0.007 0.008 0.016 0.015 0.012

菅生交差点 0.011 0.010 0.019 0.016 0.014

上菅生バス停 0.006 0.005 0.009 0.008 0.007

瀬戸岡交差点 0.009 0.011 0.020 0.017 0.014

秋川交差点（西秋留） 0.009 0.009 0.014 0.011 0.011

秋川駅西踏切 0.021 0.017 0.018 0.016 0.018

油平交差点 0.013 0.012 0.018 0.015 0.015

秋留橋 0.020 0.015 0.018 0.013 0.017

渕上交差点 0.013 0.015 0.016 0.013 0.014

山田交差点 0.011 0.009 0.011 0.008 0.010

留原交差点 0.006 0.006 0.009 0.005 0.007

小中野交差点 0.007 0.008 0.009 0.005 0.007

十里木交差点 0.006 0.007 0.009 0.006 0.007

青木平橋入口 0.006 0.008 0.007 0.004 0.006
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（７）大気中ダイオキシン類調査（測定日：令和６年８月１９日～２６日（１６８時間））

全ての地点で環境基準を満たしていた。（単位：pg-TEQ/㎥）

（８）その他の調査

ア 工場等臭気調査 年１回 ２工場

イ 道路沿道環境調査 年１回 ４地点（交通量、騒音調査）

ウ 採石場周辺環境調査 年４回 粉じん・重金属、二酸化窒素、交通量等の調査

エ 事業所関連環境調査 対象事業所２社（水質関係）

（９）多摩西部における光化学スモッグの状況

ア 月別 （ ）内は都内全域の件数 （単位：件）

イ 経年変化

６ 石綿特定粉じん排出等事前調査結果報告（法第１８条の１５第６項）

７ 空間放射線測定

定点測定 ４か所 ２回測定実施（原則として６か月に１回）

８ 環境啓発事業

廃食油からの石鹸作り事業 作業場である資源回収倉庫の解体により活動終了

小宮ふるさと自然体験
学校入口

0.003 0.005 0.004 0.003 0.004

五日市出張所 0.005 0.005 0.007 0.004 0.005

東町交差点 0.008 0.011 0.012 0.008 0.010

武蔵五日市駅前 0.011 0.009 0.014 0.010 0.011

小机バス停 0.016 0.013 0.015 0.010 0.014

全地点の平均濃度 0.010 0.010 0.014 0.010 0.011

環境基準 1 時間値の 1 日平均値が 0.04～0.06 までのゾーン内又はそれ以下

あきる野市役所 五日市出張所 環境基準

０．００６０ ０．００４８ ０．６０以下

種 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 合 計

学校情報 0（1） 0（2） 0（2） 3（18） 0（6） 0（4） 0（0） 3（33）

注 意 報 0（0） 0（0） 0（1） 2（9） 0（3） 0（2） 0（0） 2（15）

警 報 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

年度 ２９年 ３０年 元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

注意報発令回数 １ ２ １ ０ ０ １ ０ ２

解 体 改 修 合 計 立入り件数

７３件 ２３５件 ３０８件 ５８件
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生活環境課 清掃・リサイクル係

１ ごみ処理事業

（１）ごみ収集実績

※１ 行政区域内人口及び収集人口は、令和６年１０月１日現在

※２ （ ）内の日数は、他の収集日と重なるため、収集日の合計には含めない。

※３ １人１日排出量（ｇ）は、３６５日で除する。

（２）犬猫等死体処理 （単位：頭）

※ 飼主のいる場合は、有料（市役所へ持込み３，３００円、自宅へ収集６，０００円）

飼主不明の場合は無料。その他の欄の有料はウサギ・鳥等のペット、無料は主にハクビシン、

たぬき、野鳥など。

（３）ごみ収集業者及び収集区域

（４）粗大ごみ収集件数

分別区分
収集量及び
持込み量(ｔ)

収集
日数

収集日１日当
り収集量(ｔ)

行政区域内人口
(収集人口)

１人１日
排出量(ｇ)

可 燃 ご み
収 集 16,116 103 156.466

79,355

556.5

持 込 み 241 8.3

不 燃 ご み
収 集 322 24 13.417 11.1

持 込 み １ 0.0

資 源 収 集 3,555 48 74.063 122.8

うちﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 収 集 214 (24) 8.917 7.4

うち白色トレイ 収 集 2 (24) 0.083 0.1

うち小型電子機器 収 集 48 (24) 2.000 1.7

有 害 ご み 収 集 32 (24) 1.333 1.1

粗 大 ご み
収 集 346 (123) 2.813 11.9

持 込 み 706 24.4

総 量 21,319 736.1

区 分 犬 猫 その他 合 計

有 料 １３ ２４ １０ ４７

無 料 ０ ６５ ５８６ ６５１

合 計 １３ ８９ ５９６ ６９８

業 者 区 域

島 田 産 業 ( 有 ) 雨間・野辺・小川・二宮・平沢・牛沼・秋留等

浦 野 産 業 ( 株 ) 草花・瀬戸岡・引田・渕上・秋川等

( 株 ) 鈴 木 商 店 雨間・切欠・菅生・牛沼・大規模事業所等

松 村 ダ ス ト ( 有 ) 山田・伊奈・五日市・小中野・戸倉・乙津等

業 者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

島 田 産 業 ( 有 ) 311 358 260 268 317 287 326

浦 野 産 業 ( 株 ) 372 415 329 342 364 320 431

松 村 ダス ト ( 有 ) 149 170 153 166 144 92 211

合 計 832 943 742 776 825 699 968

業 者 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

島 田 産 業 ( 有 ) 420 387 230 260 216 3,640

浦 野 産 業 ( 株 ) 373 508 319 305 320 4,398

松 村 ダス ト ( 有 ) 227 196 122 133 138 1,901

合 計 1,020 1,091 671 698 674 9,939
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（５）減免用ごみ袋交付事業実績

（６）ボランティア袋配布事業実績（１組１０枚）

※令和５年度までで、中央図書館増戸分室でのボランティア袋の配布を終了した。

２ し尿処理事業

（１）し尿処理実績 （人口は令和６年１０月１日現在）

※ １人１日排出量（ℓ）は、３６５日で除する。

（２）し尿処理業者及び収集区域

（３）し尿浄化槽収集実績 （人口は令和６年１０月１日現在）

※ １人１日排出量（ℓ）は、３６５日で除する。

３ 一般廃棄物処理手数料徴収事務 （単位：円）

該 当 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｈ Ｉ Ｊ 合 計

減免世帯数 520 484 114 8 1,519 106 12 7 2,770

Ａ 生活保護受給世帯

Ｂ 児童扶養手当受給世帯

Ｃ 特別児童扶養手当受給世帯

Ｄ 国民年金の遺族基礎年金受給世帯

Ｅ ６５歳以上のみの世帯で、前年度の住民税が非課税の世帯

Ｈ 身体障害者福祉法により１級又は２級の身体障害者手帳の交付を受けている
方が属する世帯で前年度の住民税が非課税の世帯

Ｉ 東京都愛の手帳交付要綱により、１度又は２度の愛の手帳の交付を受けてい
る方が属する世帯で前年度の住民税が非課税の世帯

Ｊ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律により１級の精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている方が属する世帯で前年度の住民税が非課税の世帯

番号 配布場所
可燃
（大）

可燃
（小）

不燃
（大）

不燃
（小）

合 計

１ 生活環境課 配布組数 838 201 41 41 1,121

２ 宿直室 配布組数 7 0 0 0 7

３ 市民課窓口 配布組数 7 0 0 0 7

４ あきる野ルピア 配布組数 111 20 2 7 140

５ 五日市ファインプラザ 配布組数 108 43 3 3 157

６ 五日市出張所 配布組数 125 61 21 34 241

７ 中央公民館 配布組数 22 5 0 1 28

８ いきいきセンター 配布組数 8 2 1 1 12

９ 西秋川衛生組合 配布組数 3 0 0 0 3

１０ 東部図書館エル 配布組数 74 11 0 3 88

合 計 配布組数 1,303 343 68 90 1,804

行政区域内
人 口

総収集量
（kℓ）

収集日数
（日）

１日収集量
（kℓ）

収集人口
（人）

１人１日
排出量（ℓ）

79,355 1,545 243 6.358 519 8.15

業 者 サンエー（有） （有）五日市清掃

区 域 秋川地区 五日市地区

行政区域内
人 口

総収集量
（kℓ）

収集日数
（日）

１日収集量
（kℓ）

収集人口
（人）

１人１日
排出量（ℓ）

79,355 2,848 243 11.720 3,959 1.97

区 分 予算現額 調定額 収入額
不納
欠損額

還付
未済額

収入
未済額

家 庭 ご み 179,906,000 173,038,140 173,038,140 0 0 0
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４ 一般廃棄物処理施設見学

西秋川衛生組合ごみ処理施設について、以下の人数の見学を受け入れた。

小学校等の教育機関 １団体８０人

一般団体（小学校等の教育機関を除く） ３団体５６人

５ ごみ減量化・資源化事業

（１）イベント関係 あきる野環境フェスティバル２０２４

フリーマーケット等での不用品の再利用啓発や、生ごみ堆肥化講習会、フードドライブ受付や

廃食油の回収事業などを実施した。

（２）資源集団回収事業

ア 回収実績等

（ア）登録団体数 ９４団体

（イ）実施回数 ７７２回

（ウ）奨励金額 １７，６１７，７２７円（紙類等取引料４，１８９，９２９円含む。）

（エ）回収量 （単位：kg）

イ 資源集団回収団体表彰 優良３団体

（３）ＥＭ菌生ごみ処理容器貸与事業実績

ア 令和６年度貸与数 ４３世帯 ・ ７９個

イ 通算貸与数 ３，１７４世帯 ・６，２１２個

（４）ごみ問題啓発用ポスターコンクール

ア 対象者 市内小学校４年生から中学校３年生まで

イ 応募数 ２４１点（小学生２５点、中学生２１６点）

ウ 審査結果 入賞１０点（小学生２点、中学校８点）※応募点数約３０点に一つの賞

エ 展示期間・場所

・令和６年１１月２５日午後１時から１２月１日閉館まで

あきる野市立中央図書館１階ホール

・令和６年１２月９日午後１時から１２月１５日午後１０時まで

五日市出張所１階ロビー

オ 市内指定ごみ収集袋販売店及び掲出の希望があった店舗２６店に入賞作品を活用した啓発ポ

スターを掲出

（５）廃棄物減量等推進員（ごみ会議）活動実績

ア 会議６回開催（うち１回書面開催）

イ ごみ情報誌「へらすぞう」発行 １回

事 業 所 ご み 53,508,000 48,330,200 48,330,200 0 0 0

粗 大 ご み 11,000,000 9,378,900 9,378,900 0 0 0

し 尿 4,295,000 3,995,150 3,941,650 0 0 53,500

動物死体処理 192,000 179,400 179,400 0 0 0

臨 時 多 量 ご
み

1,866,000 2,166,900 2,166,900 0 0 0

合 計 250,767,000 237,088,690 237,035,190 0 0 53,500

紙 類 鉄 類 アルミ類・銅等の金属 ビン類 ビンケース 合計

1,396,643 23,081 27,248 16,684 212 1,463,868
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ウ 生ごみ堆肥化講習会 ５回 ９０人参加

※ ２月に開催した堆肥化講習会については「はじめてのコンポストバッグ講座」として、ダ

ンボール方式コンポストではなく、不織布バッグタイプのコンポスト講習会を初めて実施し

た。

エ 小学校への出張ごみ授業

小学４年生を対象に、学校給食課と連携して食品ロスに関する出前授業を実施したほか、収

集車車両の展示と実演、ごみ処理の仕組み、生ごみの水切り、堆肥化などの啓発を実施した。

（６）フードドライブ事業食品収集及び提供実績 （５月、１０月、１月 ３回実施）

ア 令和６年度収集実績

令和６年度合計収集量 ２４０．２ｋｇ 受付件数 ９１件

イ 令和６年度食品提供先

①生活困窮相談窓口、子ども子育て支援ネットワークへの提供

２３５．４ｋｇ（５月３４．８㎏、１０月１２３．６ｋｇ、２月３４．８ｋｇ）

②ジモティーを活用した一般配布

４．４ｋｇ（５月 ０㎏、１０月 ４．４ｋｇ、２月 ０．０ｋｇ）

※ 生活困窮相談窓口で引き取りができなかったものの一部をジモティーへ出品しているため、

全ての食品を引渡しできた場合はジモティーへは出品していない。

（７）廃食油回収事業

令和６年５月に実施した環境フェスティバルより、東京都廃食油回収事業へ協力する形で家庭

から排出される使用済み又は賞味期限切れの油を回収し、航空燃料等へリサイクルする事業を実

施した。

※ 回収量については、１８ℓペール缶による回収のため概数である。

（８）食品ロスに関する周知・啓発事業

学校給食課が実施する食育授業と連携し、あきる野市における食品ロスの状況についての授業

を実施した。（給食残渣の削減、家庭内の食品ロスの削減に関するグループワーク)

学校給食課との出前授業 実施回数 １６回、市立小学校１０校 ２０クラス

また、市民向けに地域栄養士会グループと共催で、食品ロスを削減する調理法の実演と紹介を

を戸倉しろやまテラスで開催した。 実施回数１回、参加人数 １７人

（９）使用済みインクカートリッジの回収事業

ジット株式会社と協定を締結し、市内４か所に使用済みインクカートリッジの回収ボックスを

設置し、プラスチック製品の再資源化を行った。

ア 設置施設 本庁舎、五日市出張所、五日市ファインプラザ、東部図書館エル

イ 回収実績 年間収集重量 ４１０．１㎏

重量を元に計算した概算個数１３，６７０個、二酸化炭素換算排出削減量 ９７４㎏

本庁舎 五日市出張所 その他

5 月 11 日（1 日のみ）
環境フェスティバル

34.8 ㎏、16 件

10 月 28 日～11 月 1 日 108.4 ㎏、22 件 19.6 ㎏、19 件

1 月 22 日～1 月 28 日 31.6 ㎏、22 件 45.8 ㎏、12 件

期間 回収量及び件数

５月１１日（１日のみ） 約７００ℓ、７８件

１０月２８日～１１月 1 日 約２９６ℓ、６６件

１月２２日～１月２８日 約１１０ℓ、４８件
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※ 概算個数及び排出削減量はジット株式会社からの報告による。

（10）プラスチック再資源化事業（使用済み文具、コンタクトレンズ空ケース）

令和６年１０月１日からＨＯＹＡ株式会社アイケアカンパニーと協定書を、株式会社パイロッ

トコーポレーションと覚書を締結し、回収ボックスを設置してプラスチック製品の回収を開始し

た。

ア ＨＯＹＡ株式会社アイケアカンパニー 設置場所 本庁舎１階

回収量 １０．２５㎏ 回収品目 コンタクトレンズ使用済み容器

イ 株式会社パイロットコーポレーション 設置場所 中央図書館、五日市図書館

回収量 ０㎏ 回収品目 プラスチック製文具類（シャープペンシル等筆記具）

※ プラスチック製文具類については、規定量に満たないため回収は実施したが未発送（０㎏）

６ 不法投棄防止対策事業

（１）不法投棄防止パトロール事業

週２回（年間１０３日間）２人１組で市内を巡回し、パトロールと回収作業を行った。

ア 回収件数 １，１６４件

イ 回収量 １２．７４ｔ

ウ リサイクル法等対象投棄件数 １９件

エ リサイクル法等対象投棄の内訳

（ア）家電リサイクル法４品目処理件数 １７件

（イ）パソコンリサイクル法品目処理件数 ０件

（ウ）自動車リサイクル法品目処理件数 ０件

（エ）処理不能件数 ０件

（２）河川等清掃及び不法投棄ごみ収集

７ 斎場事業

（１）火葬場使用状況 （単位：回）

実 施 日 作業名 内 容

令和６年５月１１日（春季）、
１１月２４日（秋季）

あきる野市
一斉清掃

町内会・自治会、漁協（五日市地区）、ＰＴ
Ａ等の協力により、春、秋の２回、市内各地
の道路や河川等の清掃を実施した。
町内会・自治会参加人数
春季 参加人員 １２，７３７人

ごみ収集量 １８．０７ｔ
秋季 参加人員 １１，５６１人

ごみ収集量 １７．７５ｔ

令和６年４月１日
～令和７年３月３１日

河川等ごみ
収集

養沢川を守る会、自治会等に委託し、河川等
の投棄ごみを収集した。
委託延べ人員 １，１４２人

令和６年４月１日
～令和７年３月５日

団体による
道路・河川
等清掃

市内小中学校ＰＴＡにより、道路や河川等の
清掃を実施した。
参加延べ人員 １，５６１人
（うち河川は３１９人）

市町村名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 合計

あきる野市 96 79 85 92 85 75 80 85 103 99 102 96 1,077

日の出町 30 29 32 22 28 22 41 32 25 36 26 33 356

檜原村 9 7 5 9 5 5 6 1 11 8 4 11 81
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（２）斎場使用状況 （単位：回）

８ 家庭用小型焼却炉無料回収事業

令和６年度については、小型焼却炉３件の回収を実施した。

奥多摩町 16 11 13 8 13 13 12 12 21 8 16 17 160

組合外 5 8 10 11 11 16 14 12 17 28 12 8 152

合 計 156 134 145 142 142 131 153 142 177 179 160 165 1,826

市町村名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 合計

あきる野市 37 24 26 29 24 28 29 28 28 25 26 29 333

日 の 出 町 11 13 15 10 10 5 16 14 13 11 12 12 142

檜 原 村 1 2 1 0 3 1 2 1 2 2 0 3 18

奥 多 摩 町 1 2 3 2 5 3 2 2 5 4 1 3 33

組 合 外 1 2 0 1 2 6 2 1 3 2 5 0 25

合 計 51 43 45 42 44 43 51 46 51 44 44 47 551
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農林課 農政係

１ 農業総務事業

農業会館の利用実績について

２ 農業振興事業

（１）農業振興資金利子補給事業の利用状況

（２）市民農園貸付状況等

ア 貸付状況

イ 利用者負担金 １，５２８，２００円

ウ 技術指導員報酬 １，３３１，５５２円（管理・指導 年間２６３日）

３ 秋川ファーマーズセンター管理事業

指定管理者による管理

４ 有害鳥獣捕獲事業

農作物等に対する有害鳥獣等の捕獲の状況

施 設 区 分
利用件数
(延べ利用
団体数)

使 用 料

徴 収 分 減 免 分

件数 金額（円） 件数 金額（円）

展 示 室 ２０２ １９６ １９２，４００ ６ ３０，０００

会 議 室 ３９ ２５ １９，６００ １４ ６８，４００

研 修 室 ５ ０ ０ ５ ２６，０００

集 会 室 １６３ １１５ ９７，５００ ４１ ９７，５００

合 計 ４０９ ３３６ ３０９，５００ ６６ ２２１，９００

資 金 の 用 途 件数
貸付金
（千円）

利子補給額
（円）

備 考

市長が認めた災害復興
資 金

３ ３，９７０ １，９６５
雪害による被災パイプ
ハウス等

農 園 区 画 数 貸付区画数 利 用 者 数

上 ノ 台 農 園 ６４ ６２ ４３

上 ノ 台 第 ２ 農 園 ７６ ７３ ５２

森 ノ 上 農 園 ８６ ８１ ５３

合 計 ２２６ ２１６ １４８

名 称 指定管理者 指 定 期 間
令和６年度
利用者数

秋川ファーマーズセンター 秋川農業協同組合
令和６年４月１日
～令和１１年３月３１日

２４８，０５１

実 施 期 間 獣 種 実 施 区 域 頭羽数

令和６年４月１日
～令和７年３月３１日

イノシシ 市内全域（市街地を除く。） ３４頭

サル 五日市地区（市街地を除く。） ４頭

ハクビシン
タヌキ

アライグマ
アナグマ

市内全域 ２１０頭

キジバト
カラス
ドバト
ムクドリ

市内全域（市街地を除く。） ７０羽
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５ 獣害防止対策事業

（１）獣害防止警戒システム整備事業委託

ア 委託先 東京都猟友会五日市地区

イ 委託業務 サルの追い払い

五日市地区（五日市・戸倉・小宮地区）２人 １５０日間

ウ 委託料 ４，１３０，０００円

（２）加害獣侵入防止対策事業

ア 簡易電気柵貸出件数 ５４件

イ 電気柵設置補助 盆堀地区 ２７４．５ｍ １，８６２，９０５円

（３）有害鳥獣捕獲支援事業

ア 有害鳥獣捕獲業務委託 ２，８５０，０００円

イ 有害鳥獣絶命処分業務委託（ハクビシン等） ２１０，０００円

ウ 有害鳥獣捕獲業務委託（カラス等） １００，０００円

（４）あきる野の農と生態系を守り隊事業補助金

ア 保険加入補助 ４６件 ７９，６５０円

イ 技能講習等補助 ３件 ４２，０００円

ウ 診断書料補助 ７件 ２２，５００円

エ 狩猟免許取得講習会等 １５件 １００，７００円

６ 地域農政推進対策事業

（１）認定農業者等担い手育成総合支援協議会

（２）新規就農者相談センターの設置

新規就農者相談員を１人配置し、新規就農を目指す者に対して支援を行った。

支援対象者 ５件

（３）認定新規就農者

１戸の認定新規就農者が、新たな担い手候補として営農開始することができ、農業経営者の育

成を進めることができた。

７ 畜産振興事業

家畜公害防止奨励事業

都市化が進行する中で、近隣住民等に理解が得られる生活環境とするため、農業振興会畜産部に

対し、畜産公害防止のため薬剤購入補助を行った。

ヒヨドリ

シカ 市内全域（市街地を除く。） ２０頭

開 催 日 内 容

令和６年９月１１日

令和５年度事業報告について
令和６年度事業計画（案）について
青年等就農計画認定審査（１経営体）
提案型農業経営支援事業プレゼン発表
農地バンク制度について

令和７年３月 ４日
農業経営改善計画認定審査について（新規：１件更新：４件）
新規就農者提案型農業経営支援事業プレゼン発表
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補助金額 １８０，０００円

８ 自然休養村事業

（１）戸倉運動場管理及び使用状況

（２）運動場整備委託

ア 草刈作業委託 ４回

イ シルバー人材センター等 ２２８，５６１円

９ 用排水路整備事業

用排水路清掃委託

10 農業振興地域農用地証明書発行件数 ３件

11 農業団体育成事業

（１）農業振興事業業務補助金

あきる野市農業振興会 ２，０００，０００円

（２）主な事業内容

ア 家畜疫病予防事業

法定伝染病予防対策として、次の予防接種等を行い、伝染病の発生を未然に防いだ。

（ア）ＩＢＲ予防接種

２酪農家の乳牛７７頭に六種混合を接種した。

（イ）鶏のマレック・ニューカッスル病予防接種

２養鶏農家の１４，５５０羽に接種した。

イ 畜産公害対策事業

畜産経営が安心して営めるように、畜産農家（４戸）が希望する畜舎消毒用等の薬剤を一括

購入し、ハエや蚊などの発生を軽減させ畜舎の環境衛生に努めた。

ウ 農業後継者育成対策事業

将来の農業のあり方・多様化した農業の諸問題について研究するため、農業後継者部が意見

利用件数
［利用日数］
（利用団体数）

使 用 料

徴 収 分 減 免 分

件数 金 額（円） 件数 金 額（円）

１２７
［１２７]
（２１）

１１６ １４８，０００ ９７ １２０，４００

番 号 件 名 金 額（円）

１ 下代継用排水路 ２９４，８００

２ 東郷前用排水路 ２９７，０００

３ 西郷前用排水路 ２６４，０００

４ 小庄用排水路 ５６４，４０４

５ 雨間西光寺前用排水路 １１５，５００

６ 牛沼用排水路 １１０，０００

７ 初雁用排水路 １８７，０００

８ 森山地区用水 ２８８，２００

９ 小川久保用水 ２９７，０００
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交換会等を実施した。

エ 農畜産物生産技術育成事業

優良牛品種改良研究

泌乳能力の優れている種牛の凍結精液を導入し、品種改良による乳量増大を目指すことで経

営の安定を図った。

オ 先進地視察研修等事業

カ 農業振興対策事業

市農業の発展と都市との調和を考え、市民に「あきる野農業」をＰＲするとともに、農業者

自身も幅広い知識を習得した。また、農業者相互の連携を密にすることで、農業振興を図った。

（ア）第２８回あきる野市産業祭参加 令和６年１１月１０日

a 農産物品評会 出品点数２３０点

b たい肥の無料配布 先着１５０人

c 仔牛の写生会 参加者１００人

d のらぼう菜苗の無料配布 各日先着１００人

e おやき・さつまスティックの販売

（イ）立毛審査会の実施 令和６年１０月２１日 対象作物「はくさい」 参加者５人

（ウ）農業用資材の調査研究

環境に優しい農業資材（生分解性マルチフイルム）の活用（４４５本）

（エ）緑肥事業の実施

持続可能な農業を実現するため、緑肥用ひまわり畑を作ることにより、土壌改良に取り組

んだ。（参加者１２人）

（オ）農産物盗難防止活動 令和６年６月３日から９月３０日まで

盗難防止看板の設置及びパトロール

（カ）農業振興会だよりの発行 年３回発行（６月、１０月、１月）

12 田園景観保全事業

引田地区及び小庄地区の水田にレンゲソウの種子を蒔き、景観整備を行った。

13 農業経営基盤強化促進法及び中間管理事業による農地の利用集積事業

利用権の設定

（１）件数 ６４件（１３３筆） （３）契約期間 １年～２０年

（２）面積 ８０，９９８㎡

14 新規就農者提案型農業経営支援事業

市内で新たに農業経営を始める農業者に対し、農業経営を行うために必要な施設、機械等の購入

に要する経費の一部について補助を行った。

（１）補助対象者 新規就農者 ３戸

部会等 開催日 内容

農産物
生産部

令和６年１０月２６日
令和７年 ２月１３日

「東京都農業祭」視察 東京国際フォーラム
「かえもん農園」視察 千葉県

後継者部
令和７年 ２月２５日

～２月２６日
「有限会社石井育種場」視察 静岡県
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（２）補助事業の内容 軽自動車（貨物）、マルチャー、運搬車、雑草草刈機、二輪管理機

（３）補助金額 １，４９４，０００円

15 新規就農者育成総合対策事業（旧農業次世代人材投資事業）

農業従事者の減少及び高齢化に対応するため、経営の不安定な就農初期段階の青年就農者に対し

て、あきる野市新規就農者育成総合対策費補助金を交付した。

（１）交付対象者 新規就農者 ３戸

（２）交付金額 ４，２００，０００円

16 魚道維持管理事業

「魚が常に溯上、降下できる河川」を実現するために、秋川漁業協同組合等の関係団体・機関が

現状における管理上の問題点や課題に係る情報を共有しつつ、魚道の維持管理を行った。

17 農道補修工事

18 新規就農者定着支援施設整備事業

「東京の農業」を担うことが期待される新規就農者に対し、就農に必要となる施設や農業用機械

等の導入を支援することで、早期に安定した経営の開始ができるようにした。

（１）補助対象者 市内農家１戸

（２）補助事業内容 閉鎖型育苗施設１棟、自動換気装置一式、ガラスハウス内電気工事一式、

トラクター１台、アタッチメント２台、堀取機２台、ハンマーナイフモア

１台、堆肥散布機１台、管理機１台、小うねロータリ、マルチ各１台

（３）補助金額 １６，８０５，０００円

19 都市農業経営力強化事業

意欲のある農業者に対して都市の有利性を活かした農業経営力を強化するため、施設や農機具等

の導入を支援し、地域農畜産物の生産性、品質の向上、高付加価値化を実現した。また、市民等に

新鮮で安全な農畜産物を１年間通じて供給することで、地産地消型農業を推進した。

（１）補助対象者 市内農家１戸

（２）補助事業内容 灌水用ポンプ２台、農地用トイレ２台

（３）補助金額 １，７２５，０００円

番 号 件 名 金 額（円）

１ 魚道維持管理委託 下代継堰内 ２９４，８００

２ 魚道維持管理委託 引田堰内 ２９２，６００

３ 魚道維持管理委託 小庄堰内 ２９８，１００

４ 魚道維持管理委託 南郷堰内 ２８６，０００

番 号 件 名 金 額（円）

１ 上ノ台２号線路面排水補修工事 ２８６，０００

２ 上ノ台３号線道路側溝清掃 ２９９，２００

３ 上ノ台５号線雨水升設置工事 ２９５，９００

４ 上ノ台６号線雨水升設置工事 ５８４，１００

５ 乙津・落合線路肩補修工事 １８７，０００

６ 下軍道線側溝補修工事 ７１，５００
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農林課 林務係

１ 市有林整備事業

市が直接管理している森林の保育・管理等を計画的に実施した。

（１）面積 ２８．５７ha

（２）事業費 ３，６３０，０００円

２ 林道事業

林業生産基盤強化のため、林道の開設、改良を進めるとともに、市が管理する全１５路線でおお

むね１か月に一度は安全点検を行い、必要に応じて路側の草刈りや側溝の清掃等の維持管理を実施

した。

３ 森林再生事業

木材価格の低迷等によって林業の採算性が低下し、手入れが行われず、荒廃が進んでいるスギ・

ヒノキの人工林について、３割間伐を実施した（現地確認実施）。

（１）協定書締結件数 ２０件

（２）実施面積 ３７．９１ha

（３）事業費 ４６，０８６，７５８円（東京都負担）

４ 枝打ち事業

過去に森林再生事業（間伐）を実施した森林について、枝下から一律４．０ｍの枝打ちを実施し

た。

施 業 場 所 面積 (ha) 内 容

あきる野市深沢地内 １．４０ 大刈工

あきる野市養沢地内 ０．９０ 大刈工

あきる野市深沢地内 ０．３０ 大刈工

あきる野市戸倉地内 ２５．９７ 標柱整備工

工 事 件 名 工 事 内 容 工 事 費（円）

林道大ナベリ沢線開設工
事

工事施工延長Ｌ＝１２０．０ｍ
幅員Ｗ＝３．０ｍ
路面工Ａ＝３９４．８㎡
Ｌ型側溝工Ｌ＝１１８．６ｍ
ガードレール設置工
Ｌ＝１１０．０ｍ
法面工Ａ＝７４４．１㎡他

８２，９７１，９００

林道伝名沢線災害復旧工
事

工事施工延長Ｌ＝８５．０ｍ
幅員Ｗ＝４．０ｍ
路面工Ａ＝４１１．１㎡
コンクリートブロック擁壁工
Ａ＝１８．３㎡
ガードレール設置工Ｌ＝２７．０ｍ
ふとんかご工Ｌ＝２．０ｍ×２段
舗装止コンクリート工
Ｌ＝２７．９ｍ
横断側溝工Ｌ＝１１．０ｍ
呑口工Ｎ＝１か所ほか

１４，１１８，５００

林道維持補修工事
（林道樽沢線外２路線）

土砂撤去工等 ４，９６９，８００
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（１）承諾者数 ４人

（２）実施面積 ８．０８ha

（３）事業費 １４，６９４，９２７円（東京都負担）

５ 森林計画関係

（１）森林整備推進協議会 １回（書面開催）

（２）森林経営計画認定及び変更認定 １５件

（３）森林経営計画認定同意及び変更認定同意（属人計画） １件

（４）森林経営計画認定区域外伐採届（森林法第１０条の８）処理 ３３件

（５）森林経営計画認定区域伐採届（森林法第１５条）処理 ７件

（６）保安林内間伐届（森林法第３４条）受理通知処理 ４件

（７）森林の土地の所有者届出書受理及び通知 １５件

６ 採石事業関係

（１）採石生産量報告書受理件数 ２４件（２社）

（２）採石場パトロール 令和６年１１月２０日実施（２か所）

７ 治山事業

（１）治山工事協議（現地確認） ２か所

（２）治山工事に伴う測量設計・調査等（東京都施工） ３件

（３）治山工事（東京都施工） ２か所（乙津地内他）

８ 他自治体等との連携事業

（１）みなと区民の森・みなと森と水ネットワーク会議

ア みなと区民の森調整連絡会 １回

イ みなと区民の森環境学習（間伐体験・生き物観察） ５６回

ウ みなと森と水ネットワーク会議 ４回

（２）新宿の森 あきる野

「新宿の森 あきる野」自然体験ツアー 令和６年５月１８日開催

（３）サントリー天然水の森奥多摩

ア 設置物（作業歩道・シカ柵）の現況確認

イ 樹名板の再設置

９ 森林環境保全事業

森林環境譲与税を活用し、森林経営管理制度に基づき、所有者不明や境界未確定により荒廃した

森林を整備するほか、搬出困難箇所の森林整備、森林・林業の普及啓発、多摩産材の利用促進等に

係る事業を実施した。

（１）地域林政アドバイザーの雇用

市内の森林や森林整備事業の精通者を雇用し、職員や事業者に対する助言や森林経営管理制度

の運用に向けた現地調査等を実施した。

ア 人数 １人 イ 出勤日数 ４８日
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（２）多摩産材の利用促進等

ア ＰＲパンフレットの作成

事業者と連携してＰＲパンフレットを作成した。

（ア）部 数 ８００部

イ 普及啓発事業の実施

多摩産材の認知度や林業に対する関心を向上させる試みとして実施した。

（ア）多摩産材出前授業

a 開催日 令和７年１月２３日

b 場 所 西秋留保育園

c 参加者数 ３５人

（イ）林業現場見学会

a 開催日 令和７年３月１９日（降雪により中止）、３月２９日

b 場 所 民有林（乙津）～秋川渓谷瀬音の湯～戸倉しろやまテラス～製材所（伊奈）

c 参加者数 ３人

（３）森林クラウドシステムの活用

近隣市町村とともに東京都森林ＧＩＳクラウドシステムを利用し、森林整備事業や林地台帳の

運用に活用した。

ア 利用自治体数 ６市町村 イ 閲覧・写しの交付件数 １件

（４）東京都森林経営管理制度協議会の運営

森林経営管理制度に基づく森林整備及び森林環境譲与税の活用による自治体連携の推進を図る

ため、東京都及び近隣市町村により東京都森林経営管理制度協議会を運営した。

ア 構成自治体数 ６市町村

イ 事業内容 意向調査（３０件、３３．２０㏊）、会議の開催、事務局運営等

（５）森林境界明確化事業

森林の適切な整備を広げていくため、森林境界が不明瞭な箇所の境界明確化事業を実施した。

ア 場 所 あきる野市三内地内 ウ 対象面積 ３．３３ha

イ 対象地権者 １２名

（６）搬出困難地における森林整備事業

山地災害の予防や花粉発生源対策の推進を図るため、伐採木の搬出が困難で未整備となってい

る人家や公共施設等に隣接する伐採・整備を実施した。

ア 場 所 あきる野市戸倉・養沢地内 イ 伐採・整備面積 ０．１７ha

（７）「多摩の森」活性化プロジェクト推進協議会の運営

多摩地域の森林において、参加自治体が連携して持続可能な森林の循環の確立に向けた広域的

な取組を推進することにより、森林の有する多面的機能の維持増進を図った。

ア 協定自治体 １３自治体（６区７市町村）

イ 事業内容 森林整備事業 ８．４１ha（あきる野市・檜原村）

カーボンオフセット事業 ２６９．０９t-CO₂（あきる野市・檜原村）

現場体験事業 ８回（奥多摩町・檜原村）ほか
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